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第22回ワーキング
（2022.11.1）で議論

耐震評価においては、発生値の計算条件
を厳しく設定していたり、許容値を設定
する際に余裕を見込んでいることから、
発生値と許容値が近い場合であっても、
実質的には一定の余裕を有していること
を確認。

設備の耐震評価結果を見ると、地震に
よって設備にかかる力（発生値）と許容
値がほとんど一緒であり余裕がないよう
に見える設備があるが大丈夫なのか。

○耐震評価において見込んでいる余裕

耐震評価において見込んでいる余裕のイメージ

• 耐震評価においては、以下のとおり、
評価の様々な段階で余裕を見込んでいる。

㋐耐震設計時の判定の基準となる許
容値は、実際に設備が壊れる限界値
に対して余裕を持たせた値を設定

㋑許容値と発生値の差分の余裕

㋒地震によって設備にかかる力を計算
する過程で、計算条件の設定を厳し
く設定

㋓耐震以外の条件や計算手法をより
厳しく設定

発生値の算定

複数設定する耐震評価のための地震
の揺れ（基準地震動）に対して、実際
の試験結果と比較してより厳しい結果
となるようなモデルを用いて地震応答
解析を実施

地震により生じる荷重条件は、地震
波ごとの条件で評価するのではなく、
鉛直方向・水平方向それぞれについ
て、全ての地震波における最大値を
適用

許容値の設定

格納容器の寸法をもとに規
格基準により許容値を設定

安全率（α=1.5）を発生値
に上乗せ

発生値と許容値の比較

評価の流れ（原子炉格納容器の座屈評価の例）

㋒の余裕

㋓の余裕

㋐の余裕

㋑の余裕

• 以上より、発生値と許容値がほとんど一緒
の場合（㋑の余裕がない）であっても、
㋐、㋒、㋓により一定の余裕を有している。

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html
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